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発表内容

① 谷戸について

② 谷戸に関する研究について
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谷戸とは？ 3/25



谷戸とは？

丘陵地に平地が馬蹄形に入り込んだ地形

丘陵大地の雨水や湧水等の浸食による開析谷を指し、三方（両側、後背）に丘
陵台地部、樹林地を抱え、農耕地（湿地、湧水、水路、水田等）、ため池などを
構成要素に形成される地形のことです。

参考：横浜市環境創造局HP

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/kkjs/yato/

馬蹄形
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• 静岡以東、主に関東に分布する東言葉で、
古い時代に、主として稲作をしていた処の
小地名である

• 地域によって呼び方が異なり、ヤト、ヤツ、
ヤはほぼ同義語

• 山中には無いし、広い平坦地にも殆どない。
その平坦地から山合いに入りこんだ土地の
名前

谷戸とは？

ヤト、ヤツ等の分布概略図

参考：花鳥風月のまちづくり
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谷戸とは？

谷戸は人々の生活にとってどんなものだったのか？

1家族の年間可養空間

（1家族を1年養うため
に必要な耕作面積）

谷戸は人々の生活に密接にかかわっていた社会的・生態的な基礎的単位

樹林地の保全 農業の営み

↓
生物多様性

↓
水源の涵養

農村を構成する空間要素の1つ

近似

谷戸の大きさ

• 開墾地 ＝ 約1ha
• 樹林地 ＝ 約3ha

参考：小字区域に着目した谷戸の基礎的単位の抽
出とその特徴 横浜市戸塚区旧川上村を事例に
日本建築学会計画系論文集 第78巻 第694号，
2507-2511，2013年12月
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参考：花鳥風月のまちづくり

境川
本川

柏尾
川

侍従
川

宮川
大岡
川

帷子
川

滝野
川

入江
川

鶴見
川

その
他

総計

総数 120 803 105 109 461 458 70 102 1332 191 3751

地形の消失した
谷戸（C）

13 255 25 39 157 66 6 6 645 22 1234

自然的土地利用
の少ない谷戸（B）

53 271 29 31 258 239 39 74 414 115 1523

自然的土地利用
の多い谷戸（A）

54 277 51 39 42 153 25 22 273 58 944

流域面積（km2） 43 62.5 5.2 8.0 27.3 57.9 9.9 6.4 142.7 433

谷戸密度
（ヶ所/km2）

2.8 12.8 20.1 13.7 16.9 7.9 7.0 15.9 9.3 8.7

横浜市谷戸総括表

• 横浜市にはかつて3,700以上の谷戸があり、まさに谷戸のまち

• 近年の土地改変（20世紀後半）によりその3分の1が消失…

• 現在では自然的土地利用の多い谷戸は944か所のみ（約25%）…

谷戸の現状 7/25
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日本の将来人口予測
1983年を基準とした

谷戸内の人口比率の推移
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日本の人口減少問題

谷戸内市街地の人口減少はより深刻

谷戸内市街地の将来像を考えていくことが必要

谷戸内市街地の現状

14歳以下 65歳以上15～64歳

参考：谷戸地域空き家等実態調査報告書
横須賀市都市部都市計画課

参考：国立社会保障人口問題研究所
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谷戸内市街地の今後

しかし、そもそも谷戸の中は住む場所としてどうなのか？

人口が減っていく中でこのような場所に住んでいくべきか？

土砂災害

の危険性
風通しが悪い

熱がたまりやすい 高い湿度

居住環境としてはあまりよくないのではないか？

9/25



自然環境としての谷戸

• 自然環境の核（生態的拠点）

• 市内河川の源流域

都市内に残された数少ない自然環境

環境共生時代における環境的・生活
的・社会的な役割は大きい

①地家地区
②恩田地区
③長津田地区
④三保・新治地区
⑤追分・矢指地区
⑥市沢・仏向地区
⑦名瀬地区
⑧舞岡地区
⑨下飯田地区
⑩瀬上地区
⑪荒井沢地区

緑豊かな谷戸の保全・復活の必要性

参考：
横浜市環境
創造局HP
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グリーンインフラ（GI）としての谷戸

ex) 水害対策

気温低減効果 水害対策

緑の機能を活かして課題の解決を行うもの

生物多様性
向上

…

→水害の緩和

谷戸をGIとして活用できれば、良好な都市環境形成の一助になる？

GIの定義：生態系サービスを活用した社会資本整備や土地利用
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発表内容（12分）

① 谷戸について

② 谷戸に関する研究について
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研究の目的

気温: 高くなりやすい 流量: 多くなりやすい

タイプB（例）

要因分析結果に基づく
谷戸の分類

現状把握と分類 将来像の提案

タイプA タイプB ・・・

熱環境 ○ × ・・・

水環境 ○ × ・・・

維持 撤退
要因分析 要因分析

熱環境
(気温)

水環境
(流量)＋

いくつかの谷戸

全ての谷戸

谷戸を都市内のGIとして活用していくために、まず谷戸内市街地の現状と特徴
について明らかにし、谷戸の将来像（整備方針）を考えること
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谷戸の抽出（横浜市を対象）

谷戸の範囲

斜面

谷戸の底部

既往研究を参考に
標高データから横浜市の

全谷戸を抽出

谷戸図
(谷戸の分布図)標高データ

156

0

標高 [m]
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谷戸の抽出

ArcGISによる谷戸の抽出方法

0 1 2 3
kilometer

0 1 2 3
kilometer

0 1 2 3
kilometer

標高

TPI

集水域ポリゴン

Ü

谷戸底部
谷戸斜面

※Topographical Position 
Index

周辺平均
標高との差

・ 斜面方向
・ 流量

参考：
GIS を活用した谷戸の基礎的単位の抽出
手法に関する研究 横浜市を事例に
日本建築学会計画系論文集 第79巻 第
698号，933-938，2014年4月
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谷戸の気温実測調査（概要）

谷戸内 谷戸外

谷戸底部

� 実測地点
横浜市内の小学校の百葉箱（34地点）
(谷戸内：17地点、谷戸外：17地点）
� 実測期間
2016年7月25日 ～ 2016年9月5日

谷戸外

谷戸内
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谷戸の気温調査（結果①）

海風の影響があまり顕著でない

谷戸内の気温の形成要因は一般的な市街地とは異なる

14:00の気温分布

欠測
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関係数の推移

（晴天日の平均値を使用）

谷戸内 谷戸外
2015年度
の結果

海岸線からの距離
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谷戸の気温調査（結果②）

気温と面積の関係（2時）

y = -0.0031x + 25.416

R² = 0.2449
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気温と市街化率の関係（2時）

y = 0.0355x + 21.991

R² = 0.7848
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要因として有効

y = 0.0155x + 30.616

R² = 0.1653
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y = 0.0015x + 31.64

R² = 0.0643
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谷戸の流量シミュレーション（概要）

～計算条件～
期間：2016年8月1ヶ月間
降水量データ：横浜地方気象台の降水量データ
分析対象：気温実測調査を行った15地点の谷戸

最大流量を計算
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日付 (2016年8月)

最大流量

降雨-流出シミュレーションの流れ

ArcHydro HEC-GeoHMS HEC-HMS

• 入力データセッ
トの作成

• パラメータと方
法の設定

• 降雨-流出シミュ
レーションの実行
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谷戸の流量シミュレーション（結果）

面積 市街化率

関連性が強い

面積と最大流量
の散布図
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市街化率と最大流量
の散布図
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関連性が弱い
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分析結果のまとめ

以上の分析の結果を用いて谷戸を分類し、今後の対策方針を示す

＆

谷戸の水環境に影響を与えると

考えられる要因

谷戸の熱環境に影響を与えると

考えられる要因

「面積」+「市街化率」 「面積」+（「市街化率」）

実測調査とシミュレーションの結果を分析した所、
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谷戸の分類

市街化率
85%以上

市街化率
70%～85%

市街化率
70%以下

面積
150ha以上

Type (1) Type (2) Type (3)

面積
150ha以下

Type (4) Type (5) Type (6)

市街化率

～70%

70%～85%

85%～

面積

～150ha

150ha～

22/25



対策方針のリスト化

ー

谷戸番号 （1） （2） （3） （4） （5） （6）

面積 150ha以上 150ha以上 150ha以上 150ha未満 150ha未満 150ha未満

市街化率 85%以上 70%～85％ 70%未満 85%以上 70%～85％ 70%未満

ー ○

△ △ △

△ △ △

△ ▲ ▲

△ △ △ ▲

▲ ▲ △

▲ △

▲

ー ○ ○ ○

△ △ △

△ △ ▲

△ ▲

▲

緩和策

谷戸のタイプ

現状維持（○）　　配慮が必要（△）　　特に配慮が必要（▲）

緑地の維持管理

配慮事項

危険区域内の住居などの移転による安全管理………(ⅸ)

適応策

被覆の改善………(ⅲ)
温暖化対策

緑化による微気象緩和………(ⅳ)

谷戸底部の緑被率向上………(ⅴ)

谷戸斜面部の緑被率向上………(ⅴ)

市街地の縮退による緑被率向上

水害対策

緑地の維持管理

適応策

浸透性街路空間の整備による流出量の抑制………(ⅵ)

雨水貯留浸透施設の設置による浸透率の向上………(ⅶ)

避難施設の設置による浸水等の防止………(ⅷ)

ライフスタイルの改善 ………(ⅰ)

日陰の創出………(ⅱ)

(ⅸ)危険区域：浸水予想区域

配慮事項の具体例

(ⅰ)熱中症予防、クールビズ、散水、打ち水

(ⅱ)フラクタル日除けの設置、パーゴラの設置、アーケードの設置

(ⅲ)透水性舗装の整備、高反射性舗装の整備

(ⅳ)建築物表面被覆（外装材・屋上緑化）の改善、公園・小中学校の敷地・道路法面など公共施設の一部において小面積の森林の創出

(ⅴ)沿道緑化・街路樹の整備、駐車場の緑化、広範囲における⑷や⑹の緑化

(ⅵ)浸透性街路空間：GIの一つであり、グリーンストリートとも呼ばれる

　例）雨水プランター型…歩道と縁石の間の限られたスペースを活用して地面から掘り下げた雨水プランターを創出し、その中で雨水の浸透を目指すもの

(ⅶ)浸透ます・浸透トレンチの設置、透水性舗装の整備、地下貯留槽の設置

(ⅷ)堤防・護岸や避難施設の整備
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リストの使い方（例）

例：雨水プランターを創出

面積150ha未満かつ市街化率70%未満

面積150ha未満かつ市街化率70%から85%

面積150ha未満かつ市街化率85%以上

面積150ha以上かつ市街化率70%未満

面積150ha以上かつ市街化率70%から85%

面積150ha以上かつ市街化率85%以上

谷戸区域内の
市街化率を70％まで低減

インフラ未発達ゾーンの75％を緑化

沿道緑化、街路樹の整備の際に
雨水プランターを創出

（＝浸透性街路空間を導入）

対策を施すエリア
・市街化が進行している
・道路幅が狭い
（インフラ未発達）例：インフラ未発達ゾーン

「面積 152.4ha（150ha以上）」
「市街化率90.0%（85%以上）」

寺尾小学校を含む谷戸を対象
（タイプ１）
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まとめと今後の展開

～まとめ～

• 環境共生時代において谷戸をグリーンインフラとして活用していくことで、
より良い都市環境形成の一助となりうるのでは？

• 気温実測調査と降雨・流出シミュレーションの結果から、谷戸の熱環境・
水環境には「面積」・「市街化率」影響すると考えられる。

• 分析結果から横浜市の谷戸を分類し、各タイプの今後の方針についてリ
スト化した。

～今後の展開～

• より精度の高い分析

• 谷戸の外に対する効果を分析する
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